
　

水の事故は全国
で毎年発生して
います。
水際で遊ぶとき
は、十分注意し
ましょう！

消防防災ヘリと
の合同救助訓練
安全・確実・迅
速をモットー
に！！

（令和4年双葉消防本部スローガン）
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第５０回東北地区支部消防救助技術指導会出場
　令和４年６月２２日に福島県消防学校で「第４４回福島県消防救助技術大会」
が開催され、当消防本部から４種目１７名の救助隊員が出場し、ロープブリッジ
救出の部で横田隊員チームが1位となり、７月２７日に新潟県にて開催された
「第５０回東北地区支部消防救助技術指導会」に出場し入賞しました。
　全国大会へ出場する事は叶いませんでしたが、訓練をとおして、救助隊員は技
術・体力ともに成長しました。

災害対応力の向上を目指す取り組み

全力で その先へ 双葉消防！

　当消防本部管内の災害は、避難指示の解除とともに増加傾向にあります。また、近年は
全国的に多発する大雨の被害や、登山などのレジャーに伴う救助事案も発生しています。
　当消防本部では水難救助訓練や山岳救助訓練を実施し、災害に備えるとともに対応力の
向上に努めています。
　双葉郡内における救助出動状況は下表のとおりです。
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令和4年度全国統一防火標語　『お出かけは　マスク戸締り　火の用心』

高齢者世帯防火訪問を実施しています！

季節の変わり目は体調の変化にご注意を！

～新任職員紹介～
（令和4年4月1日採用）

福島県消防学校で半年間の教育を修了し、10月より勤務
している職員を紹介します。

連 絡 先

連 絡 先

秋元 怜

勤務地：富岡消防署

年 齢：18歳

出身地：川内村

双葉消防本部 ０２４０－２５－８５２３ 消防指令センター ０２４０－２５－８５６１

富岡消防署 ０２４０－２２－２１１９ 浪江消防署 ０２４０－３４－４１１１

楢葉分署 ０２４０－２５－２１１９ 葛尾出張所 ０２４０－２９－２１１９

川内出張所 ０２４０－３８－２１１９

バランスのよい食事

充分な睡眠時間適度な運動

双葉郡の方々が、安心安全に過ごせるように精一杯頑張ります。

季節の変わり目は、寒暖の差に身体が

うまく対応できず、体調を崩しやすい傾

向があります。

人の身体は、生まれながらに持つ「自

然免疫」とワクチン接種などから得られ

る「獲得免疫」が互いに協力しあって、

私たちの身体を病原体から守っています。

日頃から体力と免疫力を高め、体調管

理に注意をしましょう！

双葉郡内にお住まいの高齢者世帯を対象に、住宅用火災警報器の設置状況と健
康状態の確認等を目的に防火訪問を実施しています。

住宅用火災警報器が設置されておらず、設置を希望される世帯には、双葉地方
防火3団体より高齢者世帯へ寄贈された住宅用火災警報器を、設置箇所（寝室、
２階以上に寝室がある場合の階段）に取り付ける支援を行っています。平成23年
６月より住宅用火災警報器の設置は義務となっています。未設置の箇所への設置
や、正しい位置への設置、定期的な作動確認をお願いします。


